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DXコンシェルジュ
導入事例集
難解なことはプロに任せて、成果だけを受け取る。

「請求書・勤怠・領収書・出荷指示──
手作業の月10時間を、AIで1時間に。」

生成AI・GAS・APIを組み合わせ、中小企業が実際に業務改善を実現したリアルな事例を収録。
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社員に頭脳労働をやらせたいが、定型・単純作業に時間を奪われている経営者✓
「うちの業務は特殊だから自動化は無理」と諦めかけている方✓
AI／RPA／生成AIを業務に取り入れたいが、何から始めればいいか分からない方✓



はじめに

本書では、「我が社のDXコンシェルジュ」サービスがこれまで支援してきた、または近く支援可能な業務改善事例を
ご紹介します。

業務効率化と言われても、「何から始めればいいかわからない」「自社の業務は特殊で当てはまらない」と感じる方
は少なくありません。本書に掲載した事例は、いずれも経営者・現場担当者が「これは仕方のない作業だ」と諦め
ていたものを、AI・自動化の力で軽くしてきた実例です。

ご覧いただく上で、2種類のバッジを使い分けています。

実績 すでに導入・運用中の事例（本書では8件を収録）

進行形 現在進行中のテーマ事例（本書では4件を収録）

「自社にも似た作業がある」と感じた瞬間が、相談のはじめどきです。巻末の予約QRから、30秒で無料相談をご
予約いただけます。

株式会社ジャパンフードカンパニー

代表取締役　南口 龍哉
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06

食品メーカー（製粉・製麺・加工） 請求書処理 実績

CASE
07

コンサル会社（経理／自社実装） 領収書整理 実績

CASE
08

マーケティング会社（広告運用／自社実
装）

朝の広告レポート 実績

CASE
09

賃貸オーナー（不動産） メーター検針→請求 進行形
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通販事業者
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介護施設 申し送り記録の音声入力DX 進行形

CASE
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コンサル会社（自社実装）
HPによる集客・案件化の仕組み
化

進行形
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CASE 01　｜　振込突合 実績

業種：不動産管理業

月800件の振込確認が、3日仕事から1日弱に。
銀行データと管理台帳の自動マッチングで、月初の経理を解放。

BEFORE

毎月1日、経理部の月初業務はExcelを開くところか
ら始まる。前月末から1ヶ月分溜まった家賃振込の
データを銀行サイトからダウンロードし、別ファイルの管
理台帳と1件ずつ目で照合していく作業だ。物件数
は約1000件。「○号室の○○さん、4月分3万
8,000円」と画面とリストを行き来しながらチェックして
いく。名義の表記揺れ（カナと漢字、屋号と個人
名）、振込手数料分の金額不一致、入金タイミン
グのズレ──これらが出るたびに別シートを開き、過
去履歴や契約書を突き合わせる。2人がかりで3
日、延べ72時間がこの目視突合で消えていた。集
中力を要する単純作業のため、それでも年に数回
突合ミスが発生する。慣れた事務員さんが居なくな
ったらひとたまりもない。それでも人手を増やすことに
は踏み切れずにいた。

AFTER

銀行データを所定のフォルダに置くだけで、自動マッ
チングが走る仕組みに置き換えた。管理台帳側の
物件番号・契約者名と、銀行データ側の振込人名
義・金額・日付を、複数のキーで突合する。名義の
表記揺れは過去の照合履歴を学習させた辞書で
吸収し、金額差異は振込手数料分を許容する独
自ルールで自動判定する。結果、800件のうち約
740件が「自動で一致処理」され、人が確認するの
は残り60件の「グレー判定」だけ。2人体制で3日か
かっていた月初業務は、1人で1日弱に短縮された。
年2〜3件あった突合ミスは、運用開始から0件で推
移。何より変化したのはオーナー報告のスピードで、
月半ば以降にしか出せなかった収支報告書を毎月
5〜10日に出せる体制になった。

RESULT　／　効果

月72h → 14h（年696h削減）／突合ミス 年2〜3件 → 0件／月次報告 月5〜10日へ早期化

使用ツール： スプレッドシート／GAS／自動マッチングロジック（独自ルール辞書）
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CASE 02　｜　勤怠集計 実績

業種：洋菓子製造（クレープ製造販売）

月初6時間の勤怠集計が、たった10分に。
早出・割増の複雑ルールを"データを渡すだけ"の仕組みに。

BEFORE

経理担当者にとって、月初の3日間は勤怠集計に
呑み込まれる時間だった。店舗・パート社員を抱える
現場では、シフトに早出・遅出・祝日早出・遅番割
増といった条件が入り乱れ、PDFの勤怠データを1枚
ずつ開いては、計算ルールを頭に思い浮かべながら
Excelに転記していく。「この時間帯は早出扱いだった
か」「祝日と早出が重なるとどう計算するんだったか」
──月に1回しか触らない複雑なロジックを毎回思
い出す必要があり、確認と修正に追われているうち
にあっという間に1日が経過する。それでも集計ミスは
月に数件発生し、給与振込前のチェックで見つかれ
ば差し戻し。「自動化したいが、ルールが複雑すぎて
何から始めればいいか分からない」という状態が長く
続き、相談先も社内には存在しなかった。

AFTER

無料相談1回で着手できたのが何より大きかった。
要件は「PDFを置くだけで集計が終わる」というシン
プルなもの。GASとAI APIを組み合わせ、PDFの勤
怠表を自動で読み取り、従業員マスタに登録され
た個別ルール（早出時間帯・時給・基準勤務時
間、交通費支給の基準額など）を参照しながら計
算結果を出力するフローを構築した。担当者の運
用は、月次PDFを所定のフォルダに格納→マスタの
スプレッドシートでメニューを実行、のクリック数回で
完結する。出力された下書きシートをチェックするだ
けで終わる。月6時間かかっていた固定作業は実質
10分。集計ミスはほぼゼロになり、給与計算後の差
し戻しも消えた。空いた時間は店舗運営や原価分
析に充てられている。

RESULT　／　効果

月6h → 10分（年70h削減）／集計ミスほぼゼロ／給与差戻し消滅

使用ツール： GAS／Gemini API／Google Drive／スプレッドシート
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CASE 03　｜　EC出荷指示 実績

業種：食品EC（魚惣菜・水産加工）

毎日60分の出荷指示が、5分の確認作業に。
配送条件分岐込みの出荷指示書を、受注データから自動生成。

BEFORE

出荷指示書の作成は、ECサイトを運営する以上、
絶対に止められない業務だ。朝、受注管理システム
を開き、前日からの新規受注をチェック。商品ごとの
梱包形態（冷凍・常温の混載可否、ギフト包装の
有無、のし対応）、配送会社の指定、配達希望日
──これらを確認しながら、Excelテンプレートに転記
して出荷指示書のPDFを作る。1件あたりは数十秒
でも、ピーク時には1日100件を超え、結局60分前
後が毎日この作業に消えていた。ギフト商戦期や新
商品リリース直後にはさらに時間が膨らみ、出荷件
数が増えれば増えるほど人手が必要という、典型的
な「売上が伸びるほど現場が苦しくなる」構造だっ
た。さらに転記作業はミスとも隣り合わせで、配達日
や住所を取り違えればクレーム対応に直結する。「受
注データはすでにシステムに入っているのに、なぜ毎日
同じ転記をしているのか」と感じてはいたが、配送パタ
ーンが多すぎて自社では着手できないでいた。

AFTER

受注システムとAPIを連携させ、受注データから出荷
指示書を自動生成する仕組みを構築した。商品マ
スタに梱包条件・配送区分・のし対応の有無を整
備し、受注のたびにそれらが自動で参照されてPDF
指示書が組み立てられる。担当者の運用は、出力
された指示書を「上から順に内容チェック」するだけ。
条件分岐の漏れや矛盾はチェックシートで自動ハイ
ライトされる。1日60分かかっていた作業が5分に短
縮され、年間で約250時間が確保された。最大の
効果は時間そのものよりも、「出荷件数に作業時
間が比例しなくなった」という構造変化だ。100件で
も200件でも、担当者の負荷はほぼ一定。これによ
りECチームは、ギフト商戦期に出荷が伸びても恐れ
ずに販促を打てる体制になった。空いた時間で商品
ページ改善・レビュー分析・広告改善といった「売上
を作る側」の業務にシフトできている。

RESULT　／　効果

1日60分 → 5分（年250h削減）／出荷件数に作業時間が比例しなくなった

使用ツール： ネクストエンジン／GAS／PDF自動生成／スプレッドシート
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CASE 04　｜　請求書転記 実績

業種：洋菓子製造（クレープ製造販売）

月10時間の請求書転記が、確認1時間に。
30〜40社のバラバラな請求書をAIが読み取り、店舗別に自動仕分け。

BEFORE

毎月1日、経理担当のメールには取引先30〜40社
からの請求書PDFがランダムに届く。フォーマットは各
社バラバラ。1枚目に納品先一覧があり明細は別添
の取引先、明細だけがズラリと並ぶ取引先、税抜・
税込・軽減税率8%が混在する取引先。それらに対
して「○○牛乳店」「△△製粉」と差出人を確認し、
PDFを1枚ずつ開いて読み解き、Excelの仕入台帳に
納品先（店舗）ごとに転記していく。同じ取引先か
ら複数店舗に納品があれば、明細を切り分けて別
行に。誤読・誤転記は会計上のズレに直結するた
め、二重チェックも欠かせない。月初に固定で約10
時間がこの単純な転記作業で消えていた。ピーク時
には休日出勤して間に合わせる月もあった。AIに任
せる選択肢自体は知っていたものの、「うちの請求書
は特殊だから無理だろう」と最初から諦めムードが漂
っていた。

AFTER

GASとAPIを組み合わせ、PDFを所定のDriveフォル
ダに置いてボタンを押すだけで読み取り→仕分けが
走る仕組みを構築した。Geminiが各PDFから明細
ブロック単位で項目を抽出し、GAS側で取引先マス
タ・店舗マスタと照合して「正規店舗名」へ写像す
る。略称表記や手書き訂正もマスタ辞書側で吸収
するため、現場の請求書を変えてもらう必要はなか
った。担当者の運用は、出力された仕分けシート
と、AIが自信を持てない場合に立てる「要判断」フ
ラグだけ目視確認すれば終わる。導入後も要判断
が出たらシステムへのプロンプトをアップデートすること
で、当初請求書処理44件中22件出ていたのが、1
件まで圧縮。ほぼ全自動の運用に到達した。月10
時間が約1時間に短縮され、年間で約108時間が
解放された。次は勘定科目・税区分・摘要までを
自動付与し、弥生会計へのインポートまで含めた一
気通貫の自動化を予定している。

RESULT　／　効果

月10h → 1h（年108h削減）／要判断 22件 → 1件／月次決算の早期化

使用ツール： GAS／Gemini 2.5 Flash API／Google Drive／スプレッドシート

DXコンシェルジュ 導入事例集 v2.0 p. 7 / 16



CASE 05　｜　不動産登記の見積計算 実績

業種：司法書士事務所

ベテラン頼みの見積もりが、新人初日から戦力に。
所長の頭の中の分岐ロジックを誰でも使えるツールに。

BEFORE

不動産登記業務の現場では、見積もり依頼を受け
るたびに「評価額から登録免許税・報酬」を算出す
る必要がある。これは単純な掛け算ではなく、登記
の種類、土地と建物それぞれの固定資産税評価
額、共有持分比率、軽減措置の適用条件など、い
くつもの分岐が絡む計算だ。所長と一部のベテラン
職員は頭の中で算出できるが、若手や新人にとって
は「何を見て何を掛け合わせるか」を覚えるだけで数
ヶ月かかる領域だった。結果、見積もり依頼が入ると
業務が一部のベテランに集中し、繁忙期には事務
所全体の処理スピードが落ちる。月間150〜180件
の見積もり依頼があり、1件あたりの試算には熟練
者でも数分程度を要するため、ピーク時には事務所
全体が試算作業で止まりかける場面もあった。所長
としては「この計算をいつまでも自分しかできない状
態にしておきたくない」という思いが強く、属人化の解
消が長年の懸案事項になっていた。

AFTER

AIを活用し、不動産評価額から登録免許税・報酬
まで一気に算出できる試算ツールを構築した。所長
の頭の中にあった分岐ロジック（登記種別・土地建
物・共有持分・軽減措置）を整理し、必要情報を
入力すれば自動計算が走る形にした。出力には「ど
の条件で何を掛け合わせたか」という根拠も明示さ
れるため、新人がそのまま顧客提示資料の下敷き
として使える品質になっている。電卓と紙の評価証
明書をめくっていた作業が、文字どおり「データの添
付」という単純作業に置き換わり、新人でもすぐに
見積もり対応に入れる体制になった。属人化が解
消され、繁忙期の処理能力が事務所全体で底上
げされている。さらに運用しながらツール側のロジック
を継続的にアップデートする方式を採っているため、
税制改正や新しい運用基準が出ても、その都度直
すだけで全員の試算が同期される。

RESULT　／　効果

電卓計算 → 1クリック／新人も初日から戦力／月150-180件をベテラン依存から脱却

使用ツール： Claude Code（カスタムスキル化）／Excelテンプレート
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CASE 06　｜　請求書処理 実績

業種：食品メーカー（製粉・製麺・加工）

朝出社したら、請求書がリネーム＆記入済み。
毎朝6時、AIが請求書PDFを読み取り台帳まで自動更新。

BEFORE

取引先から請求書PDFがメールで届くたび、経理担
当は同じ作業を繰り返していた。メールを開き、添付
PDFをローカルに保存。ファイル名は取引先ごとにバラ
バラで、「invoice_YYYYMM.pdf」「請求書.pdf」
「○○商事御請求書.pdf」と統一感がなく、保存
後すぐに取引先名と年月が分かるよう手動でファイ
ル名を修正する。次にPDFを開いて金額・支払期
日・請求番号を確認し、Excel台帳に1行ずつ転記。
月末から月初にかけてはこれが集中し、残業してでも
その日のうちに終わらせなければ翌日の支払処理に
影響する状況が続いていた。担当者の頭の中では、
「取引先名はどう略すか」「年月の表記は西暦か和
暦か」というローカルルールが暗黙の了解として運用さ
れており、引き継ぎが発生すれば毎回ルール説明の
やり直しが発生する。属人化と単純作業の二重苦
がそこにあった。

AFTER

毎朝6時に、24時間以内に届いたメールをチェック
し、請求書が添付されていたら内容をチェックし、取
引先名・請求年月・金額・支払期日を読み取る。
読み取り結果に基づき、ファイル名を「取引先名
_YYYYMM_金額.pdf」のルール統一フォーマットに自
動でファイル名を修正され、特定のフォルダへ格納さ
れる。同時にスプレッドシートの台帳へ1行ずつ自動
追記する。導入したての為、担当者は朝出社してメ
ールを開き、リネーム済みファイルと記入済み台帳を
「軽くチェック」しているが、ミスが無ければこのチェック
作業もいずれは無くなる予定だ。月初の請求書処
理ラッシュは事実上消滅し、残業も激減。処理タイ
ミングが「人の手が空いたとき」から「毎朝6時固定」
に変わったため、支払処理のリードタイムも安定し
た。引き継ぎ時に問題だった暗黙ルールも、すべて
GASのコードとマスタ表に明文化された。

RESULT　／　効果

月初残業ゼロ化／支払リードタイム安定／属人化解消

使用ツール： GAS／Gemini API／Google Drive／スプレッドシート
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CASE 07　｜　領収書整理 実績

業種：コンサル会社（経理／自社実装）

数時間の領収書整理が、撮影から数分で完結。
スマホで撮るだけでAIが読み取り→台帳追記→リネームまで自動化。

BEFORE

地味で面倒なのが領収書の処理。経理担当者にと
って、領収書整理は地味だが避けて通れない月次
作業だった。紙のままだと紛失リスクがあるためスキャ
ンしてPDF化し、「YYYYMMDD_店名_金額.pdf」と
リネームしてフォルダに格納する。1枚あたり1〜2分で
も、月数十枚が積み上がれば軽く数時間が消えて
いく。さらに後から税理士から「○月の○○の領収
書を見せてほしい」と問い合わせが入ると、フォルダを
掘って該当ファイルを探し、メールで送付するという
「検索コスト」も発生していた。freee等のツール導入
も考えたが、税理士提出のフォーマットを崩せないと
いう縛りもあり、自動化に踏み切るのが難しい領域
だった。

AFTER

「指定フォルダに領収書画像を置けば自動で台帳
に追記される」仕組みを構築した。スマホで撮影した
画像をGoogle Driveにアップロードすると、AIが画
像を読み取り、店舗名・日付・金額・但し書き・税
区分を抽出し、それをスプレッドシートに1行ずつ自動
追記。同時に元画像を「YYYYMMDD_店名_金
額.jpg」のルールでリネーム。さらに台帳には画像の
Drive URLが紐付けられ、後から「○月の○○の領
収書」と検索すれば、該当行から1クリックで原本に
飛べるようになった。月数十枚の処理が、撮影から
台帳化までトータル数分で完了する。月末の机の
上に領収書の山ができていた光景は消え、税理士
からの問い合わせ対応も従来の数十倍のスピードで
返せるようになった。何より、紙の紛失リスクと「あと
で整理しよう」という心理的負債が消えたことが大き
い。

RESULT　／　効果

数時間 → 数分／月末の机の山が消滅／税理士問い合わせ即応

使用ツール： Claude Code Skill（receipt-to-sheet）／Gemini Vision／GAS／Google Drive／スプレッドシート
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CASE 08　｜　朝の広告レポート 実績

業種：マーケティング会社（広告運用／自社実装）

朝60分の広告レポート集計が、メールで瞬時に完結。
複数アカウントのKPIを毎朝自動配信、判断と提案に時間を振替。

BEFORE

広告運用担当の朝は、各広告アカウントへのログイ
ンから始まっていた。Google Ads、Yahoo!、Meta、
各モール広告。運用するアカウントが増えるほど、毎
朝のログイン・数値取得・整形・コメント付けに時間
が奪われていく。クライアントへの日次レポートに間に
合わせるため、出社前にカフェで作業する日も珍しく
なく、「数字を見る仕事」のはずなのに、そのほとんど
が「数字を集める仕事」に費やされていた。1日60分
前後がこの単純作業に消え、ようやくレポートが整っ
た頃にはもう次の打ち合わせが始まる時間。本来や
るべき「KPIから運用判断を下す」「クライアントに新し
い打ち手を提案する」という付加価値の高い仕事
は、後回しになりがちだった。複数アカウントを横断し
て「どこに予算を寄せるべきか」を考えるには、データを
集める段階で疲弊してしまい、判断の質まで影響し
ていた。

AFTER

APIとGASを組み合わせ、毎朝1時に全アカウントの
KPIを自動取得→整形→APIでサマリー生成→メー
ル/Slack配信するパイプラインを構築した。アカウント
数が増えても、データ取得・整形にかかる時間は変
わらない。レポートには「前日対比」「前週対比」「予
算消化ペース」「異常値ハイライト」が自動で組み込
まれ、運用担当者は朝メールを開いた瞬間に状況
把握が完了する。集める作業60分はゼロになり、
空いた時間はすべて「判断と提案」に振り替わっ
た。クライアント側からも「打ち手の提案が早くなっ
た」「数字の解釈が深くなった」という声が増え、運
用の付加価値が明確に上がった。「集める部分は
AIに任せ、人は判断に集中する」という新しい運用
スタイルを示す事例になっている。

RESULT　／　効果

朝60分の集計作業 → 0分／判断と提案に時間が振替／運用付加価値の向上

使用ツール： Google Ads API／GAS／Claude API／Slack／毎朝01:00自動実行
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CASE 09　｜　メーター検針→請求 進行形

業種：賃貸オーナー（不動産）

写真を待つだけで、検針請求書がそのまま完成。
写真からAIが使用量を読み取り、契約単価で自動請求まで。

BEFORE

賃貸物件のオーナーや管理担当者にとって、毎月の
メーター検針と請求書発行は、地味だが避けられな
い作業だ。月に1回、各部屋のメーター値を写メで撮
影して送ってもらい、それを部屋番号ごとに台帳へ入
力していく。前月の値と差し引いて使用量を出し、
契約単価を掛け合わせて請求金額を計算する。一
見シンプルな処理だが、1棟20戸×複数棟ある現場
では、写真の貼り違え、メーター値の読み違い、計算
ミスが発生しやすく、半日仕事になることも珍しくな
い。さらに入力ミスが起きた場合は、入居者からの問
い合わせを受けて再請求するハメになり、信頼にも
関わる。属人的な作業のため、担当者が休めば請
求が止まり、複数棟の管理を引き受けにくいというボ
トルネックにもつながっていた。「写真からそのまま使
用量と請求額が出れば」という構想は、業界全体で
求められている。

AFTER

スマホで撮影した検針メーターの写真をDriveの所定
フォルダにアップロードすると、AIが画像を読み取り、
部屋番号ごとの使用量と請求額を自動で算出。
台帳に1行ずつ追記され、入居者ごとの請求書PDF
まで自動生成する仕組みを想定している。前月差
分・契約単価マスタ・基本料金・税区分など、複雑
なルールはマスタ表側で吸収するため、現場担当者
は「写真を撮る／チェックする」だけで完結する運用
に。半日仕事だった検針業務が15分に短縮され、
入力ミスもゼロ化。担当者が休んでも別の人が同じ
仕組みで回せるため、属人化も解消できる。複数
棟・複数オーナーの管理を一括で受託しても、作業
量が正比例で増えない構造を持てるのが最大のメ
リットだ。賃貸オーナー、管理会社、さらには事業者
向け電力メーター管理にも応用可能な汎用性の高
い仕組み。

RESULT　／　効果

半日 → 15分（想定）／入力ミスゼロ／複数棟も同じ仕組みでまわせる

使用ツール： スマホカメラ／Gemini Vision／GAS／Google Drive／スプレッドシート
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CASE 10　｜　受注業務の自動化と人員再配置 進行形

業種：通販事業者

受注6名→4名。残った2名は別部署で活躍中。
属人的だった受注処理を自動化、人員を攻めの仕事へ再配置。

BEFORE

通販事業者の現場では、受注処理は「属人的に人
手で回すしかない」と長く信じられてきた。注文ごとに
配送パターン、ギフト対応、決済方法、領収書発行
有無、納品書同梱要否などが異なり、専任スタッフ
が目で確認しながら受注システム上で1件ずつ処理
していく。1人が1日にさばける件数には上限があり、
繁忙期になるとフル稼働でもパンク状態に。受注6
名がフル稼働しても処理が追いつかず、毎月の残業
と人手不足の悩みが慢性化していた。新人を採用
しても、業務ルールを覚えるのに半年以上かかり、即
戦力化が難しい。「自動化したいが、ルールが複雑す
ぎて手をつけられない」「特殊な対応が多すぎて、どこ
から手をつけるかさえ判らない」という相談は、通販
業界の現場では非常に多い。

AFTER

受注データをAPIで取得し、配送パターン・ギフト対
応・決済方法・領収書発行有無などの分岐をルー
ルマスタ化。システムが各注文を自動で分類・処理
し、人が確認するのは「例外フラグが立ったもの」だ
け、という仕組みで運用。何かトラブルや対応すべき
事案が発生したら、プロンプトを追加することで、自
動化できる処理範囲を拡大していく様、構築。受
注業務の大半が自動化されることで、6名がフル稼
働していた現場が4名で繁忙期も余裕を持って対応
できる体制に。空いた2名は新規顧客開拓部門や
CS強化部門へ異動し、全社の人員はそのまま、慢
性的な人手不足が解消される。重要なのは「人を
減らす」ことではなく、「人を攻めの仕事に振り替え
る」こと。受注業務は事業の血流だが、その血流を
自動化することで、本来やるべき販促・顧客対応・
商品開発に人を再配置できる。

RESULT　／　効果

受注6名 → 4名（想定）／繁忙期パンク解消／2名を攻めの部署へ再配置

使用ツール： 受注システムAPI／AI分類エンジン／GAS／スプレッドシート
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CASE 11　｜　申し送り記録の音声入力DX 進行形

業種：介護施設

夜勤明けの記録作成が、口述だけで終わる。
スマホに話すだけで、申し送りも記録もご家族報告書もAIが下書き。

BEFORE

夜勤明けの介護現場では、申し送りと介護記録の
作成が大きな負担になっている。利用者の記録作
成にPC入力が続く。日中の業務が終わってから記
録を書き始める担当者もおり、残業の温床にもなっ
ている。さらに、手書きの記録は別の担当者がPCに
転記する二度手間が発生し、書き写しミスや申し送
り漏れが「ヒヤリハット」につながることもある。利用者
と向き合う時間こそ本来の仕事なのに、記録作業に
追われて利用者と話す時間が削られている、という
のが現場の声だ。ご家族向けの月次報告書もまた、
複数の介護記録を読み返してまとめる作業が必要
で、担当者によって書き方のばらつきもある。記録の
質が利用者ケアの質に直結する一方で、その作成
負担が現場を疲弊させている、というジレンマが介護
業界全体の課題になっている。

AFTER

スマホに「今日の○○さんの様子」を話すだけで、AI
が文字起こし→介護記録の所定フォーマットに整形
→申し送りメモも自動生成、という仕組みを構想
中。さらに月末になれば、その月の記録を集約して
「ご家族向け月次報告書」の下書きまで自動で組
み立てられる。担当者は内容を確認して必要に応
じて手直しするだけ。その分を利用者と向き合う時
間に戻せる。書き写しミスや申し送り漏れもゼロ化。
担当者ごとの書き方のばらつきも、AIが定型化する
ことで均一化される。何より、夜勤明けの疲労困憊
での記録作業から解放されることで、職員の働きや
すさが大きく改善する。離職率の高い介護業界に
おいて、「業務負担の軽減」は採用・定着の最強の
武器になり得る。

RESULT　／　効果

3時間 → 30分（想定）／書き写しミス・申し送り漏れゼロ／利用者と向き合う時間を確保

使用ツール： 音声入力／Gemini API／GAS／スプレッドシート
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CASE 12　｜　HPによる集客・案件化の仕組み化 進行形

業種：コンサル会社（自社実装）

営業を増やさず案件が増えた。HPで仕組み化。
事例集・特典・予約導線をHPに組み込み、見込み客が自走で案件化。

BEFORE

従来の営業活動は、名刺交換・電話・訪問という
「人手を動かさなければ案件は増えない」構造だっ
た。展示会で名刺を回収し、後日メールでフォロー、
電話でアポを取り、訪問して提案するという流れ。1
件の案件化に投入する時間と人件費は大きく、新
規案件を増やそうとすれば営業人員を増やすか、既
存営業の労働時間を伸ばすしかない。営業効率を
改善するために様々な施策を試したが、結局「人が
動かないと案件は増えない」という限界に何度もぶつ
かっていた。HPは持っていたが、ただの会社概要ペー
ジに留まっており、見込み客から問い合わせが入る
仕組みにはなっていなかった。問い合わせフォームはあ
っても具体的な事例も特典も予約導線もなく、「興
味はあるが、もう少し情報が欲しい」という見込み客
を取りこぼしていた。

AFTER

HPの問い合わせ導線を全面的に仕組み化した。
事例集ページ・無料相談予約・特典付き申込フォー
ムを整備し、興味を持った見込み客が自分で予約
→相談→提案を受けられる動線に。展示会では事
例集PDFを「フォーム申込→自動配信メールでURL
受領→DL」の仕組みで配布し、来場者リストを自
動で見込み客リストへ変える。営業の介在が最小
化され、HPを訪れた人や展示会の来場者が自動
的に案件候補に変わる構造を構築できた。営業を
増やさずに案件数だけが増える状態へ。今後は広
告とマーケティング自動化との連携を視野に、HPか
らの新規流入をさらに増やし、その先の案件化フロー
まで含めて仕組み化する予定。本書のような事例
集PDF配布も、その仕組みの一部だ。

RESULT　／　効果

営業人員据え置きで案件数増加／HPが新規開拓の起点に／案件化フローを自動化

使用ツール： WordPress／Contact Form 7／Google Calendar Appointment／GAS／PDF事例集自動配信
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「我が社のDXコンシェルジュ」のご紹介

難解なことはプロに任せて、成果だけを受け取る。

DXに取り組みたい中小企業のために、専任のコンシェルジュが企画・設計・開発・運用までを支援するサービスです。本書に
掲載したような業務改善は、すべて当サービスの実例または提案可能な範囲です。

2コース構成

コース 対象 内容

内製化支援コース
（伴走型）

IT担当者がいるが育てたい企業 弊社が教育担当として伴走し、「弊社な
しでも回る組織」を目指す

社外に御社のDX担当コース
（アウトソース代行型）

IT担当者がいない企業 企画・設計・開発・運用まで丸ごと代行

共通サポート

まずは30分の無料相談から
右のQRコードを読み取って30秒で予約完了。
料金は企業規模・支援範囲により個別お見積もり。

株式会社ジャパンフードカンパニー

代表取締役：南口 龍哉（みなみぐち たつや）　｜　TEL：090-8367-8915
公式サイト：https://jfood-c.jp　｜　お問い合わせ：minamiguchi@jfood-c.jp

専任コンシェルジュ固定制▶ 月1定例MTG（30〜60分）▶

チャット相談し放題▶ 四半期振り返り▶

セキュリティチェック▶ ツール選定サポート▶
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